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６
月
定
例
市
議
会
で
１１
議
案
を
審
議

議議議議　　　　会会会会

ご
み
袋
料
金
を
値
下
げ
　
議
会
基
本
条
例
が
制
定

６
月
定
例
市
議
会
が
６
月
３
日
か
ら

１８
日
ま
で
の
１６
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
補
正
予
算
２

件
、
議
員
提
案
３
件
な
ど
計
１１
案
件
が

原
案
ど
お
り
可
決
な
ど
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
総
額
１
２

８
０
万
円
。
国
が
発
信
す
る
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
の
情
報
を
携
帯
電
話
に

自
動
配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
５

６
７
万
円
、
障
が
い
者
雇
用
を
推
進
す

る
自
立
支
援
推
進
員
の
配
置
に
９１
万
５

千
円
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
条
例
の

一
部
改
正
は
、
市
指
定
ご
み
袋
の
料
金

を
値
下
げ
す
る
も
の
。
今
年
１０
月
１
日

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
（
３
㌻
に
関
連
記

事
）。また

、
議
員
提
案
に
よ
る
「（
仮
称
）

総
社
市
美
術
博
物
館
の
早
期
実
現
を
求

め
る
決
議
」
や
議
会
基
本
条
例
の
制
定

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
の
満
了
に
伴

い
、
後
任
の
候
補
者
に
若
原
寛
さ
ん

（
下
倉
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
も
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

開かれた議会を推進するため、
６月定例市議会で議員提案によ
り議会基本条例が制定されまし
た。
同条例の議論は平成２１年から
議会改革の一環として始まりま
した。これまで、一般質問の対
面式一問一答方式の導入や議会
報告会の実施、議会独自のホー
ムページの開設、議会中継のネ
ット配信など多くの改革を行っ
てきました。
この条例は、実施できる生き

た条例であることを前提とする
もの。今後、さらに議会と市民
が協働して歩んでいき、さらな
る市政の発展に努めていきます。
問い合わせ 議会事務局（1９
２－８３３２）

　
　
　「
気
分
は
雪
舟
」　
水
墨
画
絵
は
が
き
展

　
墨
の
濃
淡
だ
け
で
表
現
し
た
絵
は
が
き
を
募
集
し
ま
す
。

　
対
象
　
中
学
生
以
上
の
市
内
に
在
住
か
在
勤
、ま
た
は
在
学
の
人

　
応
募
規
定
　
①
は
が
き
か
、は
が
き
サ
イ
ズ
の
厚
口
用
紙
　
②

墨
汁
の
み
使
用
　
③
テ
ー
マ
は
自
由

　
応
募
方
法
　
作
品
の
裏
に
、作
品
名
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
を
記
入
し
、９
月
２０
日
（金）
ま
で
に
郵
送（
必
着
）か
持
参

　
　

　
　
　
子
ど
も
水
墨
画
展

　
墨
の
濃
淡
だ
け
で
表
現
し
た
水
墨
画
を
募
集
し
ま
す
。

　
対
象
　
市
内
の
小
学
生

　
応
募
規
定
　
①
八
つ
切
画
用
紙
を
使
用
　
②
墨
汁
の
み
使
用

　
③
テ
ー
マ
は
自
由

　
応
募
方
法
　
作
品
の
裏
に
、作
品
名
、学
校
名
・
学
年
・
ク
ラ
ス
、

名
前
を
記
入
し
、９
月
３０
日
（月）
ま
で
に
学
校
に
提
出

　
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
企
画
調
整
係（
1
９２
８
２
１
３
、

〒
７
１
９
│

１
１
９
２
　
中
央
一
丁
目
１
番
１
号
）

　
第
１４
回
雪
舟
サ
ミ
ッ
ト
を
１０
月
２７
日

日
に
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
今
回

の
雪
舟
サ
ミ
ッ
ト
は
、
総
社
市
で
開
催

す
る
こ
と
か
ら
、
も
う
一
度
わ
が
ま
ち

で
生
ま
れ
た
偉
大
な
画
聖
雪
舟
に
思
い

を
は
せ
て
も
ら
お
う
と
、
水
墨
画
を
募

集
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
状
と
賞
品

を
贈
呈
。
ま
た
、
優
秀
賞
受
賞
者
は
雪

舟
サ
ミ
ッ
ト
会
場
で
表
彰
し
ま
す
。

　画聖雪舟を顕彰し、雪舟を通じて友好の輪
を広げることを目的に、雪舟にゆかりある自
治体の長が一堂に会するイベント。参加自治
体（岡山県井原市、島根県益田市、山口県山
口市、広島県三原市、総社市）を持ち回りで
隔年開催し、親睦を深めながら、地域の活性
化などについて情報交換や提案を行っている。

雪舟サミット

議会基本条例が制定

市職員　
８月６日、申込書受付開始

一次試験９/２２［日］ 総社東中学校
●募集する職員の試験区分一覧

自 ら 考 え 自 ら 行 動 す る

試
験
日
時
・
場
所

９
月
２２
日

a
、
午
前
９
時
か
ら
。
総
社
東
中

学
校試

験
内
容

教
養
試
験
、
適
性

検
査
、
専
門
試
験
（
土
木
・
建

築
・
電
気
の
技
術
職
員
、
幼
稚

園
教
諭
）、
体
力
検
査
（
消
防
職

員
の
み
）

申
込
書
受
付
期
間

８
月
６
日

c
か
ら
８
月
２０
日
c
ま
で
。
土
・

日
曜
日
を
除
く
、
午
前
８
時
３０

分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で
。

郵
送
の
場
合
は
８
月
１６
日
f
の
消

印
ま
で
有
効

実
施
要
領
（
申
込
書
）
の
入
手

方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
直
接
、

ま
た
は
郵
便
で
請
求
。
郵
便
の

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用

試
験
実
施
要
領
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
角
２
の
封
筒
に
１
２
０

円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
請
求

請
求
先
・
提
出
先
・
問
い
合
わ

せ

総
務
課
人
事
係
（
1
(2
８
２

２
０
、
〒
７
１
９
│

１
１
９
２
中

央
一
丁
目
１
番
１
号
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city.soja.

okayam
a.jp/

）

※受験資格中の学歴や資格などには、平成２６年３月末日までに卒業や取得見込みの人を含みます。
※詳細は、実施要領で確認してください。

募集
試 験 区 分

一 般 事 務 職 員

土 木 技 術 職 員

建 築 技 術 職 員

電 気 技 術 職 員

消 防 職 員

幼 稚 園 教 諭

文化財専門職員

受　　験　　資　　格

①昭和５８年４月２日以降に生まれた人で、民間企業などでの職務経験が３
年以上ある人※行動力や発想力などがあり、それらを「自立する総社市」
の実現に生かしたいという意欲あふれる人材を求めています

②昭和６０年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学（短期
大学を除く）を卒業した人

③平成元年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく高等学校卒業
以上の学歴のある人。②の受験資格のある人を除く

④昭和５３年４月２日以降に生まれ、身体障害者手帳の交付を受けている人
で、自力で通勤でき、介助なしで職務遂行できる人。日本語の文章や音声
放送による出題、口頭面接に対応できる人

昭和５８年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく高等学校卒
業以上の学歴のある人（土木関係の専門科目を履修した人）

昭和５３年４月２日以降の生まれで１級建築士免許の取得者か、昭和５８年
４月２日以降の生まれで２級建築士免許を所有している人。または、昭和６０
年４月２日以降の生まれで、学校教育法に基づく高等学校卒業以上の学歴の
ある人（建築関係の専門科目を履修した人）

昭和５３年４月２日以降の生まれで、第３種電気主任技術者以上の資格を有
する人。または、昭和５８年４月２日以降の生まれで、学校教育法に基づく
高等学校卒業以上の学歴のある人（電気関係の専門科目を履修した人）

昭和６３年４月２日以降に生まれた人（救急救命士の資格取得者の場合は、
昭和６１年４月２日以降に生まれた人）で、学校教育法に基づく高等学校卒
業以上の学歴のある人。その他身体的な条件と居住地の条件などがあります

昭和５８年４月２日以降に生まれた人で、教育職員免許法による幼稚園教
諭普通免許状を取得している人
※保育士資格を取得している人が望ましい
※総社市立の幼稚園で勤務経験のある人には、「年齢特例」や「第１次試験免除」
が総社市教育委員会から許可される場合があります。出願前に学校教育課で、
所定の手続きを行い、「許可書」の交付を受けてください。「許可書」は、交
付までに数日かかる場合がありますので、必ず事前に許可証の交付を受けて
ください

昭和５３年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学（短期
大学を除く）において文化財学（考古学・美術史）を専攻し、文化財に関す
る専門課程を卒業し、博物館学芸員の資格を有する人

採用予定人員

７人程度

１人

１人

１人

３人程度

３人程度

１人

行
動
力
・
発
想
力
の
あ
る
人
材
を
求
む

来年４月

採用


